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　Investigated　in　seven 　Kosei −nenkin 　Hospitals （member 　hospitals　of 　the　Enlployee
’
s　Pension

I・・u ・an ・ e　S・・i・tY），　 w ・・e　24・498　P ・e・criptiQn ・ gi・・ n　t・ ・utp ・tient・．　 These 　w 。，e　give 。
　t。 21，552

・utp ・ti・ nt ・ wh ・ wer ・ i・・t・u ・t・d　t・ t・k・ m ・di・・ti・n ・1・ 0 ・t・be・ 30，1990　ac … di・g　t・ th・ p，e．
scr 量ptions 　regardless 　of 　 the　various 　 periods　 during 　which 　they 　have　taken　the　drug．　These
prescriptions 　were 　acculnulated 　froin　October　l　to　October　30，1990．　 In　addition

， 2，021
patients　who 　consulted 　the　hospita1’s　outpatient 　clinics 　on 　 October　 30，1990　for　 treatment 　 of
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their 圭llnesses　were 　interviewed　at　the　dispensary　to　find　out 　whether 　they　were 　taking　drugs

prescribed 　by　 other 　medical 　facilities．

　 The 　 results 　were 　 as 　fo110ws：

1） 549 （272 ％）・f2 ，021　P・ti・nt ・ w ・・e　t・ki・g　d・ug ・ gi・・n 　by ・ith… ther 　medi ・ al
　
facilities

　　　or 　pharmacies ．

2） Th 。　mean ・ umb … fd ・ ug ・ prescrib・d　i・ th・ en・498　P ・e ・cripti ・n ・ was
　
3・8

　Pe「 patLent ・

　　 The 　number 　of　drugs　in　anyone 　prescription　was 　increased　along 　with 　the　 age 　 of　the

　　 patient．

3） 0 … 1・pPi・g ・f　d・ug ・ al・ ・ ng 　P ・e… ipti・n ・ were 　724 （3・0％）・ ases 　i・ 24・498・

4） 1，706 （7．9％）・f21 ，552　P・ti・nt・ w ・・e　gi・・ n 　p・esc ・ipti・ n … nt ・i・ i・g ・ ・° mbinati ° n °f

　　　drugs　exhibiting 　a　possible 　drug −to−drug　lnteractlon ．

5） 840 （3．9％） ・f21，552　P ・ti・nt ・ w ・ re 　i・・t・u ・t・d　by　d・・t・ ・s　t・ t・k ・ m ・・e　th ・・ 10　kinds °f

　　　d ，ug 、　withi 。　th ・ ・ am ・ d・y．　 Th ・ mean 　n・mb … fth ・i・ mnes ・e ・ was 　4・5 （1〜12）and

　　　that　 of　drugs　per　one 　illness　was 　2．6．

　Keywords − prescription 　for　outpatient ，　number 　of 　drugs　in　the　prescription 　for　one 　patient ，

overlapPing 　of 　drugs，　 drug−to−drug　interaction

（

緒 言

　近年 ， H本 で 使用 される 医薬品の 数は 増加 の
一

途を た ど っ て い る．個 々 の 疾患を持 つ 患 者が ， 治
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療を 目的 に それ ぞれ特定 の 診療科を受診 し た 際，

主治医が 処方す る 医薬品 の 数が 欧米諸国の それ に

比 し多 い との 指摘 もある，加 え て ，人 口 の 高齢化

に 伴 い 複数の 疾患を同時 に 保有す る 患者数が増加

し た．それ らの 患者 が異な る複数 の 診療科を受診

しそれ ぞれで 処方 された医薬品 ， あ る い は 別に 薬

局で購入 した 医薬品を 同時に ，また 長期 間 に わ た

り服用する可能性がある ．

　同
一ある い は 同

一
の 薬効を も っ た 医薬品 の 重複

投与あ る い は複数 の 医薬品問で の 相互作用 の 生材｛

へ の 影響は無視で きな い 問題 とな っ た．こ れ らは

薬物療法 に か か わ る薬剤師に と っ て もt 日常 の 調

剤業務 の 現場 に お い て重要な問題であ る．適切な

対策 の 実施の た め に は 正 確な 某礎データ が必要で

ある，し か し，現実的に は それぞれ 異な る地域で

の 異 な る医療施設に おけ る処方内容の 実態を まと

め て 正確 に 把握する こ と ば 困難を伴 う． こ れ ま で

に 発表 され た 調査成績 も多 くは な い ．

　今回 ， 我 々 は 全 国 に 分布 し て い る 厚生年金
嚠
拝業

振興団傘 ドの 7 病 院 （3 総合病院， 4専 門病 院）

の 各薬剤部の 協力態勢下，特定 の 1 日を選びそ の

日に 医薬品を 適用する よ う指示され た す べ て の 外

来患者に つ い て ，処方 された医薬品 の 数 とそれ ら

に つ い て の 重複処方 の 有無，医薬品相互 作用 の 実

態調査を実施 した．併せ て それぞれ の病院に お い

て ，各診療科外来か ら発行 され た 処方箋 に 対 して
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薬剤部が行 っ た医 師側へ の 問い 合 せ 件数 とそ の 内

容 お よ び 外来受診患者 の 他の 医療機関ある い は

薬局か らの 同時併用投薬 の 有無の 調査 を 行 っ た ．

以下 に そ の 調査成績を ま とめ て報告する．

調査対象お よび調査方法

　厚生年金事業振興団の 7 病院 に 受診 し，処方箋

を受け 付けた外来患者お よ びそ の 処方箋を調査対

象と し た．1990 年後半の 時期に お い て は ，上記 7

病院 の 外来か ら発行され た 処力箋 は 例外を除い て

す べ て それぞれ の 院内調剤所で調剤して い た ．個

々 の 調査 の 呉体的な対象お よび調査方法を以下 に

示 し た．

　1．　医師へ の 問い合せ調査

　1990年 7 月1 日か ら30日 まで の 30口間 に 受け付

けた外来処方箋59，　753枚を対象 と し て，同処 方箋

中 に記載 された 問 い 合せ 件 数とそ の 内容を書式，

医薬品名，規格 用法 ， 用量，日数，重複処方お

よ び薬理学的項 目に 分類 し集計 した．

　2．　他の 医療機関か らの 同時投薬調査

　1990 年10月30日 に 外来処方箋を受け付けた外来

患者 2，021人 に 対 し て ，受付窓 口 に て薬剤師が直

接患者に 「当院以外 の くす りを服用 し て い ま す
か ？」 との 設問を行 い

， 結果 を年齢別 ・診療科別

に 集計 した ，

　3．　 服薬数調査

　処方 日と処方 日数 よ り1990年10月30日に 服薬 し

て い る と考え ら れ る患者21
，
　552人（表 1 ）の 処方箋

24，498枚に つ い て 同
一

患者の 処方箋を統合 した の

ち医薬品数を数 え ， 診療科別 に 集計 した （表 2）．

　複合医薬品 に つ い て は 院内製剤は 有効成分数 と

し，市販 の 医薬品 （総合 ビ タ ミ ン 剤 ・漢方製剤な

ど）は 1 と した．ま た 全身作用 を有す る 外 用 薬

（主 に 坐薬や経皮 吸収 の 医薬品）に つ い て は ， 定

期的な用法 が処方に 明記 され て い る医薬品 の み 医

薬品数に 加 え た ．頓用 ， 自己注射な らび に
一
般の

表 1， 調査対象患者 （1990年10月300 に 投薬を受けて い た 患者） の 背景

3総合病院計 4専門病院計 7病 院 計
男 女 計 上ヒ率 男 女 計 比率 男 女 計 比率

o〜9歳 3683357034 ．0％ 6 7130 ．3％ 3743427163 ．3％
lO− 19歳 3333556884 ．02028481 ．23533837363 ，4
20〜29歳 4345649985 ．765571222 ．94996211 ，1205 ．2
30〜39歳 590576lJ666 ．7135772125 ．17256531 ，3786 ．4
40〜49歳 1，1551 ，0672 ，2221Z ．822523145611 ．01 ，3801 ，

2982 ，67812 ．4
50− 59歳 1，9621 ，8283 ，79021 ．843249592722 ．32 ，3942 β2苫 4，71721 ．9
60〜69歳 2，1 62 ，1144 ，22024 ．35296271 ，15627 ．82 ，6352 ，7415 β7624 ．9
70〜79歳 1，3701 ，｛062 ，77616 ．o38253892022 ．1L7521

，
9443 ，69617 ，1

8曦 以上 4064228284 ．81241833077 ．45306051 」355 ．3
計 8，7248 ，667・17，391100．0％ 1，9182 ，2434 ，161100 ．D％ 10，64210 ，91021，552100．0％

与汝 比率（％｝50．2％ 49．8％ 46．1％ 53．9％ 49．4％ 50．6％
病院別比率 80．7％ ／9．3％ 100．0％
澱 以．Lの比率 66．8％ 79．5％ 69．2％
60　　 r厂 45．0％ 57．3％ 47．4％
70　　 厂厂 20。7％ 29．5％ 22、4％

3総合病院合計 4専門病院合計 総 合　 計
人数 比率 うち同

一一
受診日 八数 比率 うち同一受診目 人数 比率 うち1司一受診 日

a ，1科の み 16，09992 ．6％ （ Ol3 β8293 ．3％ （ω 19，98192 ．7％ （ ω
b，2科 lJ656 ．7 （696） 2616 ．3 （178） 1，4266 ．6 （874｝
c ，3科 1040 ．6 〔36） 150 ．4 （11） 1190 ．6 （47）
d ，4科 220 ．1 ｛ 3） 30 。1 （ 3） 250 ，1 （ 6）
e ．5科 10 （ o｝ oo ．o （ 0｝ 10 （  

計 17，391lO ．0 （735） 4，工61lOO．O q92） 21
，
552LOO．0 （927｝

晶

A
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表 2・ 調査対象処方箋枚数

3 総 合病院計 4 専門病院計 7 病院計

枚 数 比 率 枚 数 比 率 枚 数 比 率

内　　　科 8 ，843 重4．3％ 2，72059 ．8％ ユ1，56347 ．2％

小 　児　科 1，1835 ．9 1
，
1834 ．8

神経精神科 ユβ076 ．6 1
，
3075 ．3

外 　 　　科 1
，5537 ．8 2184 ．8 1，77ユ 72

整 形 外 科 ユ，9529 ．8 ユ，37430 ．2 3，32613 ，6

形 成 外 科 320 ．2 410 ，9 730 ，3

脳 神経外科 9414 ．7 9413 ．8

産 婦 人 科 4082 ．0 408 ／．7

眼　　　科 6603 ．3 811 ．8 7413 ．0

耳鼻咽喉科 9474 ．7 9473 ．9

皮　膚　科 工
，
1815 ．9 1，1814 ・8　 1

泌 尿 器 科 8054 ．0 18o ．4 8233 ．4　 i

理 学診療科 581 ．3 5802

放 射 線 科 340 ．2 旨 3i0 ，1

麻　酔　科 380 ．2 400 ．9 780 ．3

歯　　　科 63   ．3 10 ，0 640 ．3

1

　 　 計
L−一一二ニ ー＿一．1119

，947

ユ00，0％

　 4，55／
一

100．0％ 　　 　L

24，498100

．0％

外皮用薬は医薬品数 よ り除外 した ．

　10種以上 服薬 し て い る症例 に つ い て は ，全例外

来病歴 の 内容を調 べ
， 投薬の対象 とな っ た 病名数

を調査 した．

　4．　 重複処方調査

　服薬調査時 の 処方箋24，
　498枚に つ い て ，同

一
患

者 の 処方中 （複数受診を含む）で の 同種 ・同効医

薬品 の 重複処方の右無を調査，集計 し た．同種 ・

同効医薬品の 基準は 日本標準商品分類 に 準 じた．

　 5．　 医薬品相互作用調査

　表 3に 示 した 3 資料に 基づ い て 医 薬品相互 作用

表を作成 し，それを今回 の 相互作用調査 の 基準 と

した
1−3）．それを もとに 各施設の採用医薬品 に お け

る医薬品相 互作用表を個 々 に 作成 し，服薬数調査

時 の 処方箋 の 中に 同
一患者で そ の 処方中 （複数受

診を含む）に 前述 の 基準に 該 当す る組み 合せ の 有

無を検索 した ．

　6．　集計結果の 統計処理

　今回 の 調査で は 参加施 設 か ら投薬がな され て い

る外来患者 の み を対象 と したた め 母集団に 偏 りが

存在 し ， そ の 分布は 正規分布に な らな い と考え ら

れ るた め ， 平均値，百分率 （％） の み を示 した ，

一部の 集計に は分散 の
…応 の 日安と して 標準偏差

値を示 した．

結 果

　1．　医師へ の問い含せ調査

　調査対象 の 処方箋59，753枚中に 問い 合せ の 記 録

は 2，097 件存在 した．そ の 分類集計結果を表 4 に

示 し た ，形式的な事項に つ い て の 問 い 合 せ の 占め

る割合が 91．6％と高く，薬学的な事項の それ は全

体 の 8．4％ で あ っ た ．問 い 合せ 率 よ り処方箋100枚

中医師 へ 疑義の 問 い 合せ を し た 件数は 3．5件 と計

算された ，こ の 結果を診療科別に 示 した の が図 1

で ，件数 は ヒ ス ト グラ ム で 示す よ うに 内科，整形
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表 3． 相互作用 検索の 参考資料

1

2

3

大 田 区管理 セ ン ター編集 ：医薬品相互作用 検索一
覧 （第 2版），薬事 日報社 （1989）1〕

「併用を 避吾
る」，「併用 しな い 」と記載 され て い る 組み 合せ

HANSTEN ・　P・・D ・　and ・HORr 　・　J・　R ・：DRUG 　INTERACTIONS ・ nd ・UPDATES ，L ， a ＆ F。biger
（1990）2＞

B °ld
　
type 『M ・j・・ Cli・ical・ Sig・ifi・ an ・ e ・ i・ ・1・d・・ th… i・teracti・ n ・ th・t ・・e・rel 、ti。，ly、w ，11

　　
d °cum ・・t・d　and 　th ・t　h・v ・ th ・ p・t・nti ・1 ・f　b・i・g　h・・mf ・1・t・ th 。　p。tient．

　た だ し経 冂 糖尿病剤に つ い て は

Itali・ typ ・
− M ・d・・at ・ Cli・ i・ al 　Sig・ifican・e ・ i・ cl ・d・・ th ・・e　i・t・・ acti 。。，　f。，　whi 。h　m 。，e

　　d … m ・nt ・ti・n 　 is・ need ・d　and ／・・ th・ p・t・ nti ・1　h・・m 　t・ th，　p。ti，nt 　i、　les，．
　 の 組み 合ぜ

Davies
，　D ．　M ．　Ed ．：ADVERSE 　DRUG 　REACTION 　BULLETIN ．3》

　　　　　　　　　 No ，130 ：488〜491 （1988）

1 ，2 ，3 に 記 載の あ る 組み 合せ に 以下の ＝
ユ
ーキ ノ ロ ン 系化学療法剤を追加 し た．

　
○ ニ

ュ
ーキ ノ 卩 ン 系 と非 ス テ 卩 イ ド系消炎鎮痛剤 （添付文書に 記載の ある 組み 合 せ ）

　O テ オ フ ィ リ ン で は 文献 2 の すべ て の 組み 合せ

A

表 4． 1990年 7月分の 外来問 い 合せ 件数 調査

「K
『』

鞠
医薬品 名

＊

規　　格

亅寸尹

　耳

目

法

n
甲

数

重複処方

3 総合病院

件数

508

22522221587183130

％

1．1

O．50

．50

．5O

．20

．4O

．3
i
薬理学的

＊ ＊

11 ⊥燮
計 （A ＞ 1　 1572

処方箋枚数 （B ） 46983

1

問 い 合せ 率 AIB （％）
L

3，3

0．1以下

96

07

0．8　1604

　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　1

　 　　　 　　 　
一

†

0 ，8　　　 332
　　

一
ト
ー−

O．7　1315

Lo

o．6
『

93 0．5

84

一
　　　〇．72990 ．5

2102
一
工08o ．2

8  0．62630 ．4

192］

・20　　　〔〕．3　　　170 　　　0．3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　176
4　 0．ユ以下　　 6　 0，1以 下

　 525　　　　　　　　　　　2097　　　　　　　2097

響ご 甕⊥

％

91．6

8．4

100　 ，
一

形

式

的

A

　＊ 医薬品名判読不能は 80件
＊ ＊ 相互作用 ， 配合不刈

．
，禁忌等

外科が 多 か っ た が，各科 の 処方枚数あた りで見る

とほ ぼ
」F均する こ とがわ か っ た．

2，　他 の 医療機関か らの 同時投薬調査

調査対象の 2
，
　021人 中 ， 他 の 医療機関 （OTC 薬
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姐

覊
％

109

旧

　 内 小 神 外 整 形 脳 産 眼 耳 皮 泌 理

　　　蝋 際 歎 鰻・ 犠
　 科　科　科　科 　科 　科 　科 　科 　科　科　科　科　科

注 D ヒ ス トグ ラ ム は 分 母に 問 い 合せ総 件数 （2．097il．）を用 い た 百分率を表わす。
注 2）折 れ 線 グ ラ フ は分 母 に 各科の 処方箋数 を用 い た 百分率 を表わす。

　　　　　　図 1． 1990年 7 月分 の 外来 間 い 合せ 件数調査
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霧％劣 4．8

彎 彫 傷 13．5

・liを 咳 膨 ％ 勠 19．4

聯
’　 ％ ．．

罵 考屍 ：で 謡 ・… ．％驚第膨：膨拶狙 9．3

／

广／
弱 ／ 諺 、〃 鸞 厨 写 27，6ド

尸r 〃 广
：二∫
「
1
「
グ 〆〃1霧 ／ 31．9

鏐 　　　　〃．
／
％穿 ／ ．，34．8

・嬲 彡笏
・
％影鰯：驚｝ン彡r〆 客

〃 ・笏 ： 「ド广ド广 つ　
ド

滋髪珍 ．
犀 ：勉 冠 衡 ：≧第．一“働 匹 27．2

37．9

図 2， 外来 患者 イ ン タ ビ ュー調査で 当院 以 外の くす り （他院 ・市販薬）

　　　を 服用 し て い る 患者 （1990年10月30日）

な どの 市販 を含む）か らの 医薬品を併川 中と答え

た 患者は 549 人 で 全体 の 約27．2％ で あ っ た ．不明

と答えた 患者は 51人 で あ っ た ．

　他の 医療機関か らの 医薬品を併用中 と答え た 患

者 の 年齢別分布を 図 2 に 示 した． 0 〜 9歳を除 く

とほ ぼ年齢に 比例 して 増加す る結果 とな っ た．ま

た，こ の患者を診療科別に 分類する と図 3 とな り，

眼科受診患者が 59．7％ と最 も多 く， 小児科受診患

者が一番少な か っ た ．

　3．　服薬数調査

　調査対象の 21，552人 の 処方箋中に 記載 され た 延

べ 医薬品数は 81，036品 目で あ り
一

人あた りの 平均

服用 医薬品数は 3，8で あ っ た ．こ れを年齢別に 示

し た の が 図 4 で ，他 の 医療機関の 同時投 薬調査 と

同様に 0 〜 9 歳 を除 くとほ ぼ加齢に 比例 して 増加

す る結果 とな っ た ．最大服用 医薬品数は 22種で 50
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

448 病 院 薬 学 VoL 　20，　 No ．5 （1994）

眼　　　科

M
・
、鼻ITIill口f美手

，1・

泌 尿 器 科

整 形 外 不
こF

神経精 神科

脳神経外科

外 　　　科

歯　　　科

皮　膚　科

形 1」戈 外 科

麻　酔　科

理 学診療科

放 射 線 科

内　　　科

産 婦 入 科

小 　 児　科
L
卜　　　 均

10 2G 30　　　　　　 40 50 60
”
广
　　　　　 茘 2ド〃 ．／尸・．∠勿

・
駕 ・κ〃　　　　、ヴ　託 ・〃 ・／ ・「／广・弓广／广汐二z グ腸配广∠厂ク・7／　　一だ「／ド／尸　　7り6　

尸房二〃〃 鷹 ／／广
∫　／ゴ，　” ・5・” 冫z广・”塀 z 广〃／∠二・・．zz ニニ广z ・ラド「〃 ジz叛 γ棚 危 チ 〆 4 「／　・z．ゲ・z・羽・吻 樵 編　　

・二・43，1
7／嬲 嬲

ゴ剛・・％ 遡 努 ・乞・獗 擁 rつ・　　 〆クニ佐、勇尸厚匹广鵜 ＿〃 ．・糊 鰍 ・脇　 ん ・41，2
嫋 朔 脇 脇／广．鶴 〃 ．z广∴ 厂 “〃・二・％ 、ド冫／ゐり　 〆〃〃 ・ンニ广　／广彫 嬲翩ゴ’信 36，6〆
・Zz

鰯 膨 勉 〃・η 併 ・二か　　4 房
・
z
・ド・亭厂・〃

「「冫．脇
广
塀 ・グ弓厂 广ガ ．7〃鶸 賜 33．3

・7づ〆广／ン．z ρ脇 動 幻 髣…　
・
二甥 z 二

・．励 　 　／儲耶二湧 ・／、四．．・．ド29．2
z
轍 ・鰍 ・z ウ胴靴汐 z

づz ．・〃％ 涛∠ド／劣 ．「ンニz 笏
∵ 26．8

〃ゴ湧脇．Z 鍛 二．／・　　 ／ンz ・％ メ・フ・卿 ン；二．協
・・．・・． 25，0

”
广
　窪 冫　　　　　z 　　　　7　／　　・ノz 冫　をz．．多．房．，．ド厂・　 房 z ；ク 〃24，8

”・瀞 ”
　 z ・ひ　 脇 飾 z曽z 二冫佛 ド

解 彰 厂・ドノ惰・％ r23 ．5
鰯 鰯 筋 ”　 〃／w   ／〃 〃 ；・．、弼 蜘 ・チ／ 跏 22．2

z喞’〜・ン・；广　　 ．z 脳
’z，ド鷹　 　 　κ 20，0

聊 劣 　P
’
　　 　　 　 塀

ド
”砺妊 坊 20．0

广
ヲz 　　

厂写づ　・z〆∠．詬／．弱ド分　宮　．厂秀・・ん／　・／广％ ・18．5
づ
ド
乏・厂吻 ・　　 ・冫％ ，ル〃窒・・． 17．9

〃
し
・乙ぱ

・伽∫乙・／・9鹽5
ク で〆” 冫・雛 膨 ” 乏．γ弼 汚冫ケ％篇・ ド 广 ド

　 27．2

60 （％）

59，7

轟

図 3。 外来患者 イ ン タ ビ ュ
ー
調査 で 当院以外の くす り （他院 ・市販 薬 ） を服用 し て い る患者

　　　 （1990年10月30目）

　 　 0 〜9

　 10−−19

　 20− 29

｛1　 30〜39

霹・・
一

・9

　 50〜59

　 60〜69

　 70− 79

　 80以 1二

D　　　 1　　　 2　　　 3 45 6 7 8 （医
’
薬品 数 ：％｝

・．二广ゴ銘 紘 笏 ％ ・
ドz〃 編 赫

广
％ 　　多 r・勿 ”・”．靖

傷 駕 乞　　 z ∫　　 ∫〃
・｝ 一

脇 シ駕 ・4 ・・雛 嬲 ケ／
・．〃 ．・・

膨 禰 ・鶴 ．．傷％ 筋
・ド

撫 ．：、
／・” つ

説 魏 ノ．・二〆；ン緻拶 ％ ・ノン ・ 
z β

撚 「・プ7 ．げ ・μ ラ　 　　 　　 ．／ん・膨 ／つ
4／

％ つ
劣
／ 

焔
ド「广危z．；妨 彫 勉 ブ

ド∫危含／・「彡ド 脇 御 観 腰

傍 ・〃 〃 〃 煽 ∫あ磁 ．庸 z二、脇 w ・二研 〃 雛
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擁 礁 齢 彡

　 ↑

全
」F均

1ヒ1）　ヒス トグ ラ ム は
．
ド払丿十 SD

繭2｝ 折線 グ ラ フ 1±10剤以 一Lの ％

図 4． 年齢別 服 用 医 楽 品 数 調査 （平均 ＋ SD と10剤以 E の ％）

歳代に 2 名存在 した．10種以上 の 医薬品を同時服

用 して い る患
一ma は 840名 （3．9％）で ， 0 〜 9 歳

を除 くと年齢に 比例 し て増加す る結果 と な っ た ．

こ の 結果を診療科別 に 示 し た の が図 5 で ， 1診療

科受診 の み の 患者で は 理学 診療科が最 も多 く，10

種以．」二 の医薬品を 同時服用 し て い る患者 の 占め る

割合も理学診療科が多か っ た ．

　受診科数 と服 薬数 の 関係を 図 6 に 示 した ，受 診

科が増え るに従 い 服薬数は 増加 し ， 10種以上 の 比

率 も増加 し た．10種 以 Eを服薬 し て い る患者（840

人） の 投 薬 の 対象 とな っ た 保有疾患数は 平均 4．　5

（1 〜12）疾患， 1 疾患あた りの服薬数は 平均2，6

で あ っ た．

　4． 重複処方調査

　調査対象処方箋中，重複と認 め られた 処方箋は

724枚で 重複件数は 561件であ っ た．その 薬効別 内

訳を図 7 に 示 し た ．中枢 1申経用薬（主 に 向精神薬）

の 重複 が最も多か っ た．こ れ らの 中 の 代表的 な例

を 炎 5 に 示 した ．また ，重複処方 の 処方 され た期

間を調査 した結果，80％以上 が30日以 E重複 の ま
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　　　　　　 図 5． 診 療科別 服 用 医薬品数 1凋 査 （1科受診の み ： 平均 十 SD）

1 科 の み （n ＝19．981）

2 不
こ

レ愛1、疹（r1＝　1、426）

3 科 受 li參（11− 　 119）

4 于
こ

ト
・
受01參｛11＝　　25）

5 手斗じ乏1．參（11＝　　　1＞

Ol23456789101112131415 （1亅陵当巳菱気）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一LL

一

イ

り厂∫
／

％
ド
〃
・
協 ・〆冫 イ   広 が

ド

匚
0　　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100〔10斉1亅V），Lし）9α ｝

複数受診の 代表例

一 隱羅鏘1寓隷罵 羅 欝 ll；
　　3 科受診　内科系 ＋ 外科系 ＋ そ の 他 （33）そ の 中で 内科系 ＋ 外科系＋ 神経精 神科 （4）

　　4 科受診　内科系＋外科系＋ その 他 ＋ その 他 （17）

　　5 科受診　内科 ＋ 整形外科 ＋ 神経内科＋ 神経精神科 ＋ 耳鼻咽 喉科 （1 ）

　注 1） ヒ ス トグ ラ ム は平均 十 SD

　注 2 ）折線 グ ラ フ は 10剤以上 の ％

　　　　　　　　　　　　 図 6．　受診 科別服薬数調 査

ま 投与が継続 し て い た ．

　5．　医薬品相互作用調査

　調査対象処方箋中，今回作成 した　「相 互 作 用

表」 の 基準に 基 づ き検索され た 相互作用 の 件数は

1，706件 （7．9％）で あ っ た．同種 同効医薬品を 1

と した 場合1，　254件 （5．　8％o ）で あ っ た．検索され

た結果を表 6 に 示し た ．更に 相 互 作用 の 検索率と

服薬数 の 関係を 図 8 に ， 検索率 と年齢の 関係 と主

要な相互作用 の 年齢別件数分布を図 9 に 示 した ．
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111 枢 神 経 川 薬
＊A

中 枢 神 経 灯∫ 薬
がB

木 梢 神 経 用 薬

ア レ ル ギ ー
用 薬

循 環　器 官 川 薬

1乎 吸 器 官 川 薬

消 化 器 官 川 薬

ホ 　 ル 　 モ 　 ン 　 薬

ビ 　 タ 　 ミ　 ン　薬

滋 養 強 壮 変 質 薬

血 液 及 び 体 液 川 薬

その f也の 代 1，射1・Til矢薬 1犠

腫　　瘍　　用　　薬

泌尿生殖器及び肛門用薬

抗生物質 ・
化学療法剤

，4

‘

　正 複処方の内訳 と重 複期隅1

驪離盤搾闘
A

＊
中枢 神経 用 薬　A ： 催 眠鎮静剤，抗 て ん か ん 剤，鎮 暈 剤，精 神 神 経 用 剤，そ の 他 ，

　　　　　　　B ： 解 熱 鎮 痛 消 炎剤，総 合 感 冒 剤

図 7． 重複処方例 の 薬効別分類

　　　　　　 表 5，　重複処方 の 例

1．巾枢神経用剤

　 鎮静 ・催眠剤 （精神神経科）一 一→同 目的 （他
’〔〉月蔵十申経症JH斉IJ

降 圧 剤

鎮 Oナレ、 斉リ

抗 て ん か ん剤

そ の 他

ラ
　

ラ
　

ラ
　

　　
ラ
　

　　
ラ

斗

斗
　

　

斗

斗

斗

斗

モ

ギ
　

　
　
ま

オ

ま

ホ

篇

外

器

外

器

糒

”

形

化

擁

・

嚇

ー

慳

鞘

儡

儲
2．降 圧 剤

　 降 圧 剤（内科 ・循環器科）

モ　　　　　　　脳血答循環改善剤（脳 神 経 外 科）

　　　　　　　排尿障害改善剤　（泌　尿　器　科）

3．　tJt〜貴瘍斉1亅

　 抗潰瘍剤 （消化器科）

　
一一一

［ 一一
薬剤性 胃腸障害 の 予防 （整 形 外 科）

4．そ の 他

　
’
ド剤・消化剤・消炎鎮痛剤。ビ タ ミ ン 剤一 m 目的

考 察

　薬物療法は個 々 の 患著に対 してそ の 疾患，病態

に応 じた適正 な医薬品 の 適正量を適正な投 与方法

を通 じて 行わ れ なけれ ば ならな い 医療 行 為 で あ

る．しか し現実に は 日本 に おげる医薬品 の使用量

は 高 く，医療費に 占め る薬剤比率 は 欧米の それが

20％以下で あるの に 比 し て 日本で は 30％ とい わ れ

て い る 軌　そ の原因と し て高価な新薬の 繁用が指

摘され て い る が，多剤併用や患者の 複数科 受診 の

問題 も無視で きな い ．日本に おけ る薬物療法 の 実

態 に つ い て の 最近 の 調査 と して は ，海野ら の
一連

の 報告があげ られ る ．こ れ らの 報告は 調査対象地

域 が 東北地方に 限定 され て お り，ま た高齢者を対

象と し た 調査 で あ る
5，引 ．

　今回 の 我 々 の 調査は ，真下 らが 1979年に 今回 と

同 じ病院群を対象と して 実施 した 患者 ア ン ケ ー ト

に よ る服薬に関する実態調査成as
’
i）

を 参 考 と し

て，一
つ の 事業団 が 経 営する 全国に 分布し て い る

医療機関を対象 と し ， 対象年齢 も限定 せ ず，こ れ

らの 医療機関外来 に お げ る薬物療法 の 実態を把握

する こ とを 目的 と した もの で ある．

　調査対象に つ い て は ，1979年の 調査 で は 50歳以

上 の 外来患者が65．2％で あ っ た の に 対 し今回 の調

査で は 69．2％ と増加 し ， 外来患者の 高齢化が認め

られた
7、．
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表 6．　相互作用検索結果

戸

主薬（Al （B） 件数 相互作用 主薬（A） （B） 件数 柵f：作用

カル バ マ ゼ ピン フ ェ ニ トイン 2G9B の Cp↓アロ ブ llノール 免疫抑制剤 3B の代用↓

イン ド
ー

ル 系NSAIDs プロ ベ ネシ ド サ リチル 酸系 2A の作用 ↓

1　　　　　　
−　　　　　　　　　　　
1

サイアザイド・ルーア系

ACE阻害剤

β
一プ ロ ッ カー

1228Bの作用↓

Bの作用↓
Bの作用↓

糖尿病剤（SU，　SA，　BG） サ 1丿チル 酸系

利尿剤

β
一
プロ ツ カ

ー

副腎皮質ホル モ ン

η

11797

　 7

Aの作用↑

Aの作用↓
Aの作用↑、
Aの作用↓

ドロ キシ ドバ カテコ
ー

ルア ミン 剤 1 心毒性↑

向精神剤・抗うっ 剤 塩酸モキシシリト 13B の作用↑

ジギタリス剤 硫酸キニ ジン

サイアザイド・ループ系

　 1285Aの 作用 ↑

Aの 作用 ↑

SU系 NSA 【Ds
フ ィブラート系

51A の作用↑

Aの作用↑

シゴキシン
・メチルジゴキシン ベ ラバ ミル 41A の作用↑ トル7クミド・グリペ ンクラミド リファン ヒシ ン 2A の C ↓

カテコ
ー

ル ア ミン剤 カテコ ール ア ミン剤 12 心 毒 性↑メ トトレキサート NSAIDs 1A の作用↑

K了保持性利尿剤 カリウム剤 22 血中K＋

↑D一ベ ニ シ ラミン オーラノフ ィ ン 1 副作 用↑

気管支拡張剤（β2｝ カテコ ール ア ミン 剤 8 心 毒性↑ア ミノグリコ シ ド系 ル
ープ系 工 A喇 鯛 ↑

シメチジ ン エ Ilス ロ マ イシン キサ ン チン系 10B の Cp↑フ ェ
ニ トイン

β
一
プロ ッ カ

ー

キサンチン系

ワル フ ア
11ン

42934Bの作用↑
B の Cp↑
B の Cp↑
B の Cp↑

テ トラサイクリン系 サ リチル 酸系

制酸斉ll（Ca，　AL　Mg）

17A の 吸収↓

Aの 吸収↓

ニ
ュ
ーキノロ ン系 NSAIDs

キサン チ ン系

3918まれにケイレン

B の C ↑スル ヒ Il ド 抗コ リンを有するもの 580拮抗 的

ワ ル フ ァ
ilン

lII

L

抗て んかん剤

サリチル 酸系

NSAIDs
甲淵泉ホル モ ン

抗甲状腺ホル モ ン

’
766421

　　謹

Aの 作用↓
Aの 作用↑

Aの 作用l
Aの作用↑

A の 作用↑

調査対象患者　　　　　　　　　　　21，552名
調査対象処方箋　　　　　　　　　　　24，

498枚
検索相互作用
1処方箋内に1相自：作用　　　　　　　977件
1処方箋内に複数相互作用　　　　　　112件
複数処方箋間での相互作用　　　　　　36件
同種同効薬を1とした時の 相互作用

L706件（7．9黝

1
，
254件｛5．8％1

注1）Cpは血中濃度を示す

聾
垳
の

検

索
率
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　 　 　 　 　 　 　 服 薬数

図 8， 相互 作用 の 検索 率 と服 薬数

Lり、1』

　医師 へ の 問い 合せ 調査の 結果，問 い 合せ の 内容

の ほ とん どが形式的な疑義 で あ り，薬学的な項 目

は 8．　49。 で あ っ た こ とが 判明し た ．問 い 合せ 数は

診療科別に は 差がある もの の処方箋発行枚数に よ

り補．IEする と問い 合 せ 率は ほ ぼ平均化する結果 と

な っ た ．問い 合 せ の 内容は 後の調査で 重複処方や

相互 作用を含む処方箋が か な り検索 さ れ た こ と を

考え る と ， 現行の 処方箋受け付け業務 で は 処方監

査に 不備が ある もの と考え られた． こ の 調査で の

特徴は ， 医薬品名判読不能が わ ずか 80 件で 3．8％

（全体で 0．13％） と少な か っ た． こ の 理 由と し て

今回 の 調査が 「院内処方箋」 で あ り，各施設 の 薬

剤師が医師 の 書体に 慣れて い る こ とが あ げ ら れ

る．こ れ らの 調査結果は 今後 の 「院外処力箋」発

行に 際 L 考慮され る必要があろ う．

　 また平均 3．　5％ の 処方箋が 問い 合せ の 対象 とな

っ て い た こ とは ，か な りの 時間が不 完全 な処方 箋

の 処理 とい う調剤以外の 仕
’
錦こ 費や され て い る こ

とを示 し て お り， 薬剤師の 業務 に 多 くの 負担を 与

え て い る と考え られ た ．今後 の 「院外処方箋」 の

発行 に 際 して は 個 々 の 病院薬剤師に よ る 処方箋内

容 の 事前 チ ェ ッ
ク が 必要 と考 え られ た ．

　次に 他の 医療機関ある い は 薬局か らの 同時投薬
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

452 病 院 薬 学 VoL　20，　 No ．5 （1994）

件数

150　
．

100

50

○一一一→ 処方枚数あ た りの 検索率（r’・J）
cr −一一一一一〇 主薬抗 て ん か ん 剤の 件数

0
〜

9

10　　　 20　　　30
1　 　　 1　 　 　 1
19　　　 29　　　3940

　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80
1　　　 1　　　 1　　　 1　　 以
49　　　　59　　　　69　　　　79　　　　．L

　　　　 年齢群

図 9． 年齢別 相互 作用件数

調査 で は 平均で 27．2％の 患者が 同時投 薬 を 認 め

た ．その 割合は年齢に ほ ぼ比例 し増加 して い た．

外来診療に 際して は こ の 点を把握 し た うえ で の 処

方箋 の 発行の 必要性 が痛感され た．こ の 必 要性は

高齢者患者の 診察で特 に 高い こ とも今回の 調査は

示 し て い る．次に 複数科受診の 患者を診療科別に

分類する と，そ の 割合 が 平均を越え る診療科は，

多 い 順 か ら眼科 ， 耳鼻咽喉科，泌尿器科，整形 外

科，脳 神経 外科 で あっ た ．一
方，全身的な疾患を

対象 とする内科や薬物療法 に 医師 の み な らず患者

も慎重 と思われ る小児科お よ び産婦人科 で は 少な

か っ た ．

　服薬数調査で は
一

人あた り平均 3．8 医薬品で 海

野ら の 平均4．385） を下 回 っ た．海野 らは 40歳以上

を対象に し て い る の で 今回 の 結果を 40歳以上 の 平

均値に 算出 し直す と3．98で あ っ た．しか し ， 年齢

が増すに 従い 平均服薬数が増加す る こ と， 更に 10

種以上 の 占め る割合 も高齢者で 多くな る などの 点

10

5

o

で 海野 らの 成績 と
一．
致 した ．受診科 で は理学診療

科が最 も多か っ た が ， 受診科 の 性格上 ， 患者が保

有する基礎疾患へ の 薬が上 乗せ され た 結果 と思わ

れた ，

　重複処方調査で は そ の ほ とん どが向精神薬 で ，

中で もペ ソ ゾ ジ ア ゼ ピ ン 系が め だ っ た ．こ の 系統
の 医薬品は ，本来は鎮静 。催眠を 目的 に の み使用

され る は ずで ある が，現実に は 多 くの 疾患で の 併

用が され て い る こ とを示 して い る，こ の 種 の 医薬

品 の 多 くは 「麻薬お よび向精神薬取締法」 の 対象

薬で あ り管理上 の 問題 も懸念され る ．重複投与 の

防止策 と して は 患者が処方箋を ま と め て 薬局 の 受

付 へ 提出 させ る方法が考えられ る が ， 他の 診療機

関との 同時投薬や，同
一一診療機関内に お い て も受

診 目 が異 な る 場合に は こ の方法 も無効 で あ る．今

後 の 検討課題と い え る ，

　医薬品相互作用調査に お い て は 相互作用 の 定義

が必要で ある．我 々 は ニ ューキ ノ ロ ン 系と非 ス テ

蝋
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宀

ロ イ ド系消 炎鎮痛剤の 組み 合せ に み られ る予期 し

な い 副作用 の 発現や，カ テ コ
ール ア ミ ン 剤 の 組み

合せ に よる心 毒性 の 増強な どが 臨床上 重要 と考え

て い る が，今回 の 調査で は 調査方法 の 都合で定性

的な検討に とどめ ，組み合せ の 結果 に つ い て は検

討 し な か っ た ，ま た ， 柑互作用を 避け る た め の 医

薬品が併用 され た 場合，例 えば ジ ギ タ リス 剤に チ

ア ジ ド系利尿剤が併用 され ，更に カ リ ウ ム 剤が併

用 さ れ て い て も検索上 は 1 と し集計 した ．

　結果 として 全体 で 7．9％， 同種同効医薬品を 1

と し て もな ん らか の意味で 相互作用を引 き起 こ す

可能性 の ある組み 合せ が 5．8％ 見出された ．こ れ

らを年齢 的に 見る と全体 の 検索率は 10〜19歳に ピ

ーク があ り20〜29歳 で い っ た ん減少 した 後，加齢

とともに 徐 々 に 増加 した．19歳 ま で の 相互作用 は

主 に 抗て ん か ん薬 の 中の組み合せ と気管支拡張薬

と感冒薬 で 占め られ て い た ，そ の 後の 年代で は 相

互作用 は 成人病 の 治療 に 用 い られる医薬品が主 薬

となる傾向で あ っ た ．加え て 服薬数 と相互 作用 の

検索率 も相関関係を示 した （図 8 ，図 9）．

　今回の 調杏 に お い て 0 〜 9歳群が他 の年齢群 と

異なる結果が多か っ た ．そ の 原 因 と し て 専門外来

の み 調査を行 っ た病 院 に 受診 して 通常は 近医 へ 受

診する患者が 多い こ と ， 服用医 薬品数は症状の 程

度だ け で な く年齢，体重 当た りに 微調整が 必 要で

組み合せ 散剤や水剤に する必要か ら成人群に 比べ

多くな る こ とな どが挙げ られ る．今後の 調査に お

い て は未成 年者 の 患者群 の 取扱い に つ い て ， 成人

と同
一

視す る こ とは 困難 で あ り，配慮す る 必要が

ある と考えられた．

　は じめ に 述べ た よ うに ，本調査 の 目的は ， 日本

の医療 シ ス テ ム の 中で の 問題点の
一

つ として ，国

の 内外か ら指摘 され て い る 「診療の た め の 医薬品

の 過剰投 与」 に 閧し て そ の 真偽を確か め ， も し事

実であれ ばそ の 原因を探 り対策を た て る た め の 基

礎データ を得る こ とに あ っ た．得 られた デ ータ の

意味づ け に つ い て は 現在検討中で ある．し か し少

な くと も， 保 険診療を科学 に基づ い て忠実に 実践

する 立場 に あ る 7 医療施設に お い て，1990年10月

30 日に 医薬品を適用す る こ とを指示 され た全外来

患者　21，　552人に お ける平均服薬医薬品数が 3．8で

あ っ た こ とと，全患者 の 3．9％に 当た る 840人は 10

種以上 の 医薬品の 同日 内適用 を
一

大 部分 は長 期に

わ た っ て一
指示されて い た事実に つ い て の 原因 は

確か め な け ればな らな い と考え る．そ の 大 ぎい 原

因 の
一・つ と して ， 外来受診患者層 の 高齢化が ある

こ と も今回 の 結果 は 示 し て い る が t 診療行為に 伴

う事故発生数の 上昇が重視され る．

　さ しあた っ て の 対 策と して ，病院 に お ける薬剤

師 は 「医薬品の チ ＝ ッ ク 機構」 と し て の 知識 と機

能 を よ り高め ， それを具体化す る 方 向に 向か っ て

第
一

線 の 臨床医師 との 協力態勢の 確立 を よ り進め

る必要性が あろ う．　（こ の 報告の 要 旨は 第 3 回 日

本病院薬学会年会 （1993年 7 月，東京）で 発表し

た ．）
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